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【抄 録】 

早 稲 田 大 学 オリンピック・パラリンピック教 育 研 究 センター（WASEDA ROPE：WASEDA Research 
Center for Olympic & Paralympic Education；以下,「早大オリ・パラセンター」）は,スポーツ庁が推進する

「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」の委託を受けて 2016 年 7 月 29 日付で発足し

た．1 年目の 2016 年度は,岩手県,広島県,熊本県の 3 地域,2 年目となる 2017 年度は,2016 年度の 3

地域に札幌市,岐阜県,静岡県を加えた 6 地域の教育委員会等の方々と連携して事業に取り組んでき

た．3 年目となる 2018 年度は,2017 年度の 6 地域に,横浜市,埼玉県,静岡市,滋賀県,香川県の 5 地域

を加えた 11 地域の担当となった．2018 年度の事業も,2017 年度同様に,授業場面と授業場面以外の事

業に大別でき,本稿では,特に授業場面以外の事業を中心に記述した．具体的には,セミナー及びワーク

ショップの取り組みについて詳細に紹介した． 

そして,これらの取り組みの成果として,地域セミナー及び地域ワークショップで実施したアンケート調査

を通して,参加した教員のオリンピック・パラリンピック教育に対する意識が向上したことが明らかになった．

また,今後の課題として,オリ・パラ教育を行う教員の意識の向上を目的として,組織体制の相違が推進方

法に与える影響等,各推進地域の推進方法の効果検証を行っていく必要があることを指摘した． 
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